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第 71回トルコの夕べ 
   大村幸弘（財）中近東文化センター付属アナトリア考古学研究所 所長 叙勲記念 

「グローバル時代の社会貢献活動と地域との共生 
―アナトリア考古学研究所の活動の意義―」 

 

 
 

大村所長は、1985 年からトルコのカマン・カレホユック遺跡を中心に考古学発掘調査活動を 30
年以上にわたり指揮し、平成17年からは三笠宮殿下のご支援の下設立されたアナトリア考古学研
究所所長として、地域住民との共生、若手研究者の育成、地元の若者に対する奨学活動や子ど
もを対象とした考古学の教室等の社会貢献活動にも尽力しておられます。また、当協会での会報
誌「アナトリアニュース」にて連載をご執筆頂く等、当協会活動にもご協力を頂いてます。 

 

【記】 

 
日時：2017年 3月 27日（月） 18:30～20:00 講演会（18:00受付開始）   

                            20:15～21:30 懇親会（協会会員限定） 
 

場所：日本製粉㈱ 東京本社ビル（東京都千代田区麹町 4-8） 
 

会費：講演会 無料  /  懇親会 5,000円 
 

申込：下記事項をメール・申込フォーム・FAX いずれかにてお送りください。 
 

①「3/27 トルコの夕べ参加希望」と件名及び本文に記載。 (申込ﾌｫｰﾑは「ﾄﾙｺの夕べ」を選択)    

②講演会・懇親会、参加ご希望の種類を明記  ③参加者 氏名  ④職業（勤務先等）   
⑤住所   ⑥電話番号（日中連絡先） 

 

【事務局 FAX 03-3497-8038  電子メール tkjts@itochu.co.jp】 

 

＊懇親会は会場の都合上原則として会員を優先し、先着 50名様までといたします。 

＊出席のお申し込みを頂いた方には、追って事務局よりご案内を致します。 

＊懇親会のみのご参加はお受けできませんのでご了承下さい。 

＊事務局より確認のご連絡がない場合は、必ずお電話等でお問合せ下さい。 

＊開始 5分前迄にご来場下さいますようお願い致します。 

＊事前申込のない場合はご参加頂くことができませんので予めご了承下さい。 

 

 

 

 

 

日本・トルコ間の学術交流に貢献されている大村幸弘 (財)中近

東文化センター付属アナトリア考古学研究所 所長が、平成 28

年秋の叙勲で旭日双光章を受賞されました。 

大村所長の栄えある叙勲を記念し講演会を開催致します 
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日本・トルコ協会 「第 71回トルコの夕べ」 

大村幸弘（財）中近東文化センター附属アナトリア考古学研究所所長叙勲記念 

「グローバル時代の社会貢献活動と地域との共生 

―アナトリア考古学研究所の活動の意義―」 

 

1998年の 5月、（財）中近東文化センター附属アナトリア考古学研究所は、トルコ共和国のほぼ中央部に位置

するクルシェヒル県、カマン郡、チャウルカン村の側に設置されました。研究所の北約 1.5キロには、1985年から調査を

進めているカマン・カレホユック遺跡があります。アナトリア考古学研究所は、発掘、遺跡踏査を行う研究機関ですが、そ

れと同時に 2010年、日本の外務省の ODA によって建設されたカマン・カレホユック考古学博物館、研究所を通して

発掘調査の成果を現地に還元することを目的の一つとしています。発掘現場の近くに研究所を置き、さらに博物館を

設置することは、これまでアナトリアでは試みられることはありませんでした。 

今回の講演会では、この研究所の活動の意義とは一体何かについてお話ししたいと思います。 

 

【講師紹介】大村幸弘（おおむら さちひろ） 

1946 年、岩手県、盛岡市生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。トルコ共和国アンカラ大学言語・歴史・地理

学部中近東考古学科博士課程修了。専門は、中近東考古学。 

1972 年以来、エジプト、トルコの発掘調査に従事。トルコのコルジュテペ、コンヤ・カラホユック、アンジョズ遺跡では、

ヒッタイト、アッシリア商人の文化層を調査。 

1985 年からトルコ中央部のカマン・カレホユック遺跡発掘調査を指揮。古代中近東世界でこれまで未解明と言わ

れてきた『暗黒時代』、『鉄器時代』の開始時期等をカマンの発掘調査を通して解明の糸口を探っている。 

2009 年からはさらに、ヤッス遺跡、ビュクリュカレ遺跡発掘調査の総指揮を取り、ヒッタイト帝国に最も影響を与えた

と言われるアッシリア商人のアナトリアにおける経済活動、『鉄と軽戦車』を駆使してエジプトと対峙したヒッタイト帝国の

興亡の背景を探る。現在、(財)中近東文化センター附属アナトリア考古学研究所長。主著に『鉄を生みだした帝国

—ヒッタイト発掘』（日本放送出版協会）（第三回講談社ノンフィクション賞）、『アナトリア発掘記—カマン・カレホユ

ック遺跡の二十年』（日本放送出版協会）（第二回パピルス賞）等。 

2000 年、トルコ共和国外務省功労賞受章。2008 年、トルコ共和国功労勲章受章と日本国外務大臣表彰を

受章。2016年、日本国旭日双光章受章。 
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